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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国青年訪問団第 1～3団（大学生） 

 

１．プログラム概要 

在韓国日本大使館で選抜された発信力のある韓国の大学生ら 107 名が、テーマ「日本の

未来へ向けた平和発信と異文化交流」のもと、地方訪問・ホームステイ（沖縄県読谷村）

や学校訪問、機関訪問等を通し対日理解を深めるとともに、滞在中、帰国後も、ＳＮＳ

等を通して日本の魅力を発信しています（7月 29 日～8月 7日） 

 

２．日程    

 

7/29（水） 到着（羽田国際空港）、オリエンテーション 

 

7/30（木）  【文化体験】落語公演 

  最近の日韓関係に関する講義、歓迎昼食会、 

  【視察】国立新美術館見学「ニッポンのマンガ＊アニメ＊ゲーム展」、 

  「アーティスト・ファイル 2015 日本と韓国の作家たち」 

 

7/31（金）  【学校交流】1 団：明治学院大学、2団：青山学院大学、3団：立教大学 

 

8/1 （土）～4日（火）午前  

沖縄県 

【表敬・交流】読谷村村長表敬、読谷村での地方の魅力に関する講義、 

ホームステイ、地域の方々との交流会 

【文化体験】エイサー鑑賞、体験 

【視察】琉球村、沖縄平和祈念公園、沖縄県平和祈念資料館、首里城 

 

8/4（火）夕方～5（水） 

長崎県 

【視察】長崎平和公園、長崎原爆資料館、稲佐山夜景見学 

 

8/6（木） 

佐賀県 

【視察】有田町（陶山神社ほか）、佐賀県立名護屋城博物館 

成果報告会、福岡県へ移動 

 

8/7（金） 帰国（福岡国際空港） 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国青年訪問団第 1・2・3 団 プログラム記録写真  

韓国 テーマ：日本の未来へ向けた平和発信と異文化交流 訪問団の記録 

 
 

7 月 30 日 落語体験 

落語家：笑福亭銀瓶氏(文京区） 
7 月 30 日 歓迎昼食会(港区） 

7월 30일 라쿠고체험 

라쿠고가：쇼후쿠테이 긴페이 씨(분쿄구) 
7월 30일  환영오찬회(미나토구) 

  

7 月 31 日 1 団：明治学院大学訪問 

(神奈川県横浜市） 

7 月 31 日 2 団：青山学院大学訪問 

（渋谷区） 

7월 31일 1단：메이지가쿠인대학 방문 

(카나가와현 요코하마시) 

7월31일 2단：아오야마가쿠인대학 방문 

(시부야구) 

 
 

7 月 31 日 3 団：立教大学訪問（豊島区） 
8 月 1日 ホームステイ入村式 

（沖縄県読谷村） 

7월 31일 3단：릿쿄대학 방문(토시마구) 
8월 1일 홈스테이 대면식 

(오키나와현 요미탄손) 
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8 月 2日 昼食交流会・エイサー鑑賞 

（沖縄県読谷村） 
8 月 3日 離村式（沖縄県読谷村） 

8월 2일 중식/교류회・에이사 감상 

(오키나와현 요미탄손) 
8월 3일 이촌식(오키나와현 요미탄손) 

 
 

8 月 3日 離村式（沖縄県読谷村） 
8 月 3日 沖縄平和祈念公園・韓国人慰霊の

塔訪問（沖縄県糸満市） 

8월 3일 이촌식(오키나와현 요미탄손) 
8월 3일 오키나와 평화기념공원・ 

한국인위령탑 방문(오키나와현 이토만시) 

  
8 月 3日 沖縄平和祈念公園・韓国人慰霊の

塔訪問（沖縄県糸満市） 

8 月 5日 長崎平和公園・長崎原爆資料館 

見学（長崎県長崎市） 

8월 3일 오키나와 평화기념공원・ 

한국인위령탑 방문(오키나와현 이토만시) 

8월 5일 나가사키 평화공원・나가사키 

원폭자료관 견학(나가사키현 나가사키시) 
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8 月 5日 長崎平和公園・長崎原爆資料館 

見学（長崎県長崎市） 

8 月 5日 長崎平和公園・長崎原爆資料館 

見学（長崎県長崎市） 

8월 5일 나가사키 평화공원・나가사키 

원폭자료관 견학(나가사키현 나가사키시) 

8월 5일 나가사키 평화공원・나가사키 

원폭자료관 견학(나가사키현 나가사키시) 

  

8 月 6日 陶山神社視察（佐賀県有田町） 8 月 6日 陶山神社視察（佐賀県有田町） 

8월 6일 도산신사 시찰(사가현 아리타초) 8월6일 도산신사 시찰(사가현 아리타초) 

 
 

8 月 7日 佐賀県立名護屋城博物館見学 

（佐賀県唐津市） 
8 月 7日 成果報告会（佐賀県唐津市） 

8월 7일 사가현립 나고야성 박물관 견학 

(사가현 카라츠시) 
8월 7일 성과보고회 (사가현 카라츠시) 
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４．参加者の感想   

 

◆ 韓国 大学生 

訪日前は、日本へのイメージも悪く、自分自身の自尊心も低下しており、否定的だった。しか

し、日本に来て大きく変わった。自分でも本当に驚いた。多くの方々から愛情を受け、いつも

笑っていたら、全てに肯定的になることができ、自尊心も取り戻した。韓日関係と言えば、解

決するのは大人たちと思っていたが、まず私から実践していき、小さな実践が集まって大きな

変化を成し遂げることができると思う。周りに日本について良くない考えをもっている人がい

れば、私の経験談を通じて変化させたい。 

 

◆ 韓国 大学生 

過ちへの謝罪と反省は許しと共にあるべきだということを感じた。原爆により灰となって去って

しまった方々を前に「因果応報」という言葉はあまりにも暴力的だ。亡くなった方々は、謝罪を

する機会もなく去って行ってしまったが、同じように私たちは許す機会さえも永遠に失ってしま

うのではないだろうか。戦争とは、全てを奪い去り、悲しみのみ残る愚かな行為であることを

今になってようやく悟った。 

 

◆ 韓国 大学生 

韓国のマスコミ報道のみを通してしか日本を知らなかったので、歴史認識をはじめとする韓日

関係において、日本に対して否定的な認識が強かったが、日本へ直に来て、日本人と交流し

てみると、そのような認識は溶けていき、日本人は韓国に良いイメージを抱いていることも知

ることができた。今後は、社会の構成員として、日本人の意見や立場を代弁できると思う。 

 

◆ 韓国 大学生 

私は韓日関係において、日本についてイメージが良くなかった。しかし、今では少しは両国の

立場を理解することができたように思う。今後外交はハードではなくソフト外交の時代である。

私は民間外交官として、両国の立場を代弁できるような人になりたい。 

 

◆ 韓国 大学生 

今回のプログラムを通じて、韓国と日本がいかに似ており、共に平和を願っていることを深く

感じることができた。情が深く、人間的である日本人の姿を見て、これまで先入観でしか見て

いなかった自分自身を反省したい。日本の皆さんの多くが平和のために努力する姿を見て、

自分の考えは間違っていたと悟ることができるような素晴らしいプログラムを準備してくださっ

た関係者の皆さんに深く感謝申し上げたい。 

 

◆ 韓国 大学生 

ホームステイ、学校訪問、自由研修などを通して出会った日本人を通じて、日本は思っていた

より韓国のことが好きで、人間味が溢れた国であると感じた。何の理由もなく反日感情を主張

する人々は、是非日本を旅して日本人と会うことにより、その誤った考えを直す必要がある。 

 

◆ 韓国 大学生 

日本の国民は平和を願っているという事実、過去の過ちを認めているという事実を知った。日

本について考える思考観点が変わった。歴史紛争についてより深く学び、日本の立場も考え

るように努力していきたい。論述などを通じて客観的にわかるようにしたい。 

 

◆ 韓国 大学生 

今回は初めての日本訪問だった。これまでの日本に関する情報や知識は、他人の主観的な

考え、メディアを通した誇張・曲解された情報がほとんどであったが、直接自分で日本を体験

してみると、これまで知っていたものとは全く異なっていた。今回の訪問を通して得た新鮮な

感覚と考え方は今後私の発展に大きく役立つと思う。特に、今回出会った日本の方々はとて

も肯定的で印象的でした。いかに両国間が肯定的な対話を持てるようになるかを考える時間

にもなった。 
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５．参加者の発信内容  

  

  

  

ほか数百件、多数あり。 


